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2□ 11年 (平成23年)2月 25日(2フ )

宮
崎
政
経
懇
話
会

（宮
崎
日
日

新
聞
社
、
宮
日
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
主
催
）
の
第
１
５
１
回
北
霧
島

地
区
例
会
は
２４
日
、
小
林
市
の
ガ

ー
デ
ン
ベ
ル
ズ
小
林
で
開
い
た
。

〃
伸
剰
研
勘
彬
碑
醐
幸
ん ．
伊
勢
が

「
水
ビ
ジ
ネ
ス
ー
ー
０
兆
円
　
水

市
場
の
攻
防
」
と
題
し
て
講
演
。

本
県
の
豊
か
な
水
資
源
に
言
及

し
、

「
宮
崎
の
水
は
外
貸
を
稼
ぐ

最
大
の
武
器
に
な
る
」
と
宮
崎
発

の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
指
摘

し
た
。

吉
村
さ
ん
は

「
世
界
に
は
水
が

あ
る
よ
う
で
な
い
」
と
し
た
上

で
、

「
（
人
口
の
急
激
な
増
加

で
）
今
後
世
界
の
水
の
６
、
７
割

が
ア
ジ
ア
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
水
不
足
に
な
る
」
と
説
明
。

特
に
中
国
で
生
活
水
準
の
向
上
に

「
水
資
源

最
大
の
武
器
」

吉
村
さ
ん
市
場
将
来
性
語
る

伴
っ
て
水
使
用
量
が
増
え
る
と
、

「
ア
ジ
ア
の
水
源
が
全
て
中
国
に

行
っ
て
も
足
り
な
い
」
と
し
、
水

資
源
を
め
ぐ
る
攻
防
が
過
熱
す
る

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国

な
ど
国
を
挙
げ
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

戦
略
と
動
向
を
紹
介
し
、

「
宮
崎

は
日
本
で
３
番
目
の
降
水
量
が
あ

る
が
、
そ
の
あ
り
が
た
み
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
宮
崎
が
世
界
で

生
き
て
い
く
に
は
水
を
売
る
し
か

な
い
」
と
強
調
。

「
中
国
が

一
番

ほ
し
い
の
は
水
。
水
に
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
け
、
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
売
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば

（
資

金
が
な
く
て
も
）
中
国
資
本
が
入

っ
て
く
る
」
と
水
輸
出
事
業
の
将

来
性
を
語

っ
た
。

【出
席
者
】

（順
不
同
、
敬
称
略
）

大
浦
正
人

（野
尻
町
商
工
会
事
務
局

長
）
宇
都
哲

（児
玉
商
事
取
締
役
）
森

岡
林

（坂
下
組
総
務
課
長
）
鈴
木
信
幸

（宮
崎
銀
行
小
林
支
店
長
）
岡
本
直
一

郎

（小
林
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）
深

車
哲
郎

（小
林
市
議
会
議
長
）
鎌
田
修

作

（鎌
田
建
築
専
務
）
鹿
鴨
重
明

（高

宮 崎 政 懇
北霧島例会

「水 は 外 賞 を 稼 ぐ最 大 の

武 器 」 と水 ビジネ ス の 可

能 性 を 説 く吉 村 さ ん

原
町
商
工
会
副
会
長
）
上
谷
和
徳

（小

林
市
総
務
課
長
）
末
慶

一
郎

（九
南
都

城
支
店
長
）
森
島
票
之

（日
本
た
ば
こ

産
業
南
九
州
地
方
原
料
本
部
長
）
新
井

克
美

（都
城
公
証
人
役
場
公
証
人
）
山

元
宏

一
（
三
股
町
会
計
課
長
）
前
田
隆

治

（万
代
ホ
ー
ム
社
長
）
寺
師
友
二

（Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
副
組
合
長
）
き
原
正

和

（き
原
建
設
会
長
）
松
浦
宏

（都
城

宮
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
社
長
）
佐
賀

信
行

（宮
崎
日
日
新
聞
社
え
び
の
支
局

長
）
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宮崎政懇
延岡例会

豊
富
な
水
資
源
金
脈
に

吉
村
さ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
提
言

第
２
９
６
回
宮
崎
政
経
懇
話
会

県
北
地
区

・
延
岡
会
場
例
会

（富

崎
日
日
新
聞
社
、
宮
日
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
主
催
）
は
２５
日
、
延
岡

市
の
ホ
テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
延
岡
で

あ

っ
た
。
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
吉
村
和
就
さ
ん
が

「
水
ビ
ジ
ネ
ス
■
１
０
兆
円
　
水

市
場
の
攻
防
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

【
講
演
要
旨
】
世
界
は
水
不
足

に
直
面
し
て
い
る
。
経
済
発
展
や

生
活
様
式
の
改
善
を
背
景
に
、
今

後
、
ア
ジ
ア
が
世
界
全
体
の
約
６

～
７
割
の
水
資
源
を
消
費
す
る
こ

と
に
な
る
。
中
国
が
日
本
と
同
じ

生
活
水
準
に
な
る
と
ア
ジ
ア
の
水

す
べ
て
を
中
国
に
集
め
て
も
間
に

合
わ
な
い
。
２
０
０
９
年
の
ダ
ボ

ス
会
議
で
も
、
２０
年
以
内
に
世
界

の
水
資
源
は
枯
渇
す
る
と
警
告
し

て
い
る
。

水
イ
ン
フ
ラ
は
今
後
、
世
界
で

最
大
の
投
資
案
件
に
な
る
。
水
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
伸
び
は
、
世
界
経
済

の
伸
び
よ
り
も
常
に
高
く
、
海
水

の
淡
水
化
や
水
リ
サ
イ
ク
ル
の
介

野
が
拡
大
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
水
を
国

家
の
安
全
保
障
と
考
え
、
国
を
挙

げ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
０９
年
は
約
５
千
億
円
の
外
賃

を
稼
い
だ
。
日
本
は
１
２
０
０
億

円
。
日
本
も
外
賃
獲
得
を
国
家
戦

略
と
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
民
主
党
政
権
は
企
業
を
元
気

に
す
る
よ
う
な
政
策
を
ま

っ
た
く

や

っ
て
い
な
い
。

宮
崎
は
日
本
で
３
番
目
に
降
水

量
が
多
く
、
豊
富
な
水
資
源
は
金

脈
に
な
る
。
中
国
は
本
当
に
水
を

欲
し
が

っ
て
い
る
。
国
や
県
を
巻

き
込
ん
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
を

作
り
、
中
国
に
働
き
掛
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。
宮
崎
は
ま
だ
、
水
資

源
の
あ
り
が
た
み
に
気
付
い
て
い

な
い
。

【出
席
者
】

（順
不
同
、
敬
称
略
）

久
嶋
寛

（ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ァ
ヮ
イ

ワ
イ
専
務
）
興
橘
栄
二

（興
橿
豆
腐
社

長
）
松
原
文
夫

（延
陵
自
動
車
学
校
社

長
）
阿
高
宗
則

（金
子
メ
ガ
ネ
社
長
）

弓
場
康
男

（
宮
崎
銀
行
延
岡
営
業
部

長
）
森
利
明

（上
回
工
業
会
長
）
松
山

昭

（延
岡
信
用
金
庫
常
務
理
事
）
山
崎

弘
道

（隆
誠
会
理
事
長
）
富
高
奈
智
子

（富
高
産
業
）
森
迫
建
博

（ひ
ま
わ
り

会
理
事
長
）
黒
木
正

一
（日
向
商
工
会

議
所
専
務
理
事
）
盛
武
康
紀

（ア
ッ
プ

ス
総
括
部
長
）
木
村
邦
子

（木
村
仏
具

店
社
長
）
木
田
壮

一
郎

（木
田
建
設
社

長
）
甲
斐
慎
也

（清
本
鐵
工
管
理
部
）

園
田
久
俊

（ホ
テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
延
岡

副
社
長
）
日
高
秀
和

（
小
松
産
業
専

務
）
川
崎
久
夫

（
旭
有
機
材
工
業
専

務
）
城
下
勝
利

（旭
化
成
延
岡
支
社
総

務
グ
ル
ー
プ
長
）
長
渡
敬

（南
日
本
ハ

ム
社
長
）
轟
隆

（社
会
保
険
労
務
士
轟

事
務
所
長
）
村
岡
幸
徳

（宮
崎
太
陽
銀

行
延
岡
支
店
長
）
吉
川
正
彦

（延
岡
商

工
会
館
専
務
）
井
上
透

（宮
安
電
機
社

長
）
西
村

一
（西
村

一
新
堂
社
長
）
川

越
健
雄

（延
岡
富
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
社
長
）
押
川
真
基

（宮
崎
日
日
新
聞

社
延
岡
支
社
）


